「まあ、ネスちゃん、お帰り。冒険はどうだった?」
帰ったとたん、ママはぼくに夕食を出してくれた。ママのおいしい料理に舌つづみをうっ
たぼくは、今日の話もそこそこにきりあげて、早めにベッドに入った。と-。
(ネス、ネス、まだ会ったことのない、わたしの友だち……。聞こえますか?わたしの名
はポーラ……。ツーソンのポーラスター幼稚園のポーラ。ネス、ネス、早く来て)
ぼくは夢の中で、確かにポーラという女の子の呼びかけを聞いたんだ。
〓7ヘ
〓1
ぼくとジェフが同時にポーラのほうへ近づくと、ポーラは、死に物狂いでぼくらの体や腕
にしがみついてきた。「ネ、ネス……ジェフ……た…たすけ……て!がぽっ……
「ポ、ポーラ……一しがみついたら、ボクらまで沈むっ!」
水の中にひきずりこまれそうになったジェフが、あわてて叫ぶ。でも、パニックに陥った
ポーラには、まったく聞こえていなかった。ぼくは、急いでポーラのうしろに回り、彼女の
脇の下に腕を入れて支える。ようやく自由になったジェフが、ポーラを肩につかまらせ、ぽ
くらはやっとの思いで深い泥沼を泳ぎきった(HPマイナス6)。
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